
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

従前の考え方

洪水調節容量 １，９００万ｍ3

ダム高：１２９ｍ

洪水調節容量 １，９００万ｍ3

堆砂容量 ４００万ｍ3 堆砂容量 ６００万ｍ3

ダム容量の配分イメージ

今回の考え方
ダム高：１２９ｍ

総貯水容量 約１０，０００万ｍ3 総貯水容量 約９，８００万ｍ3

新規利水容量 ２，０００万ｍ3

不特定容量 ５，７００万ｍ3

新規利水容量 １，３００万ｍ3

不特定容量 ６，０００万ｍ3
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こ
の
た
び
十
二
月
一
日
午
後
に
、
中
部
地
方
整
備
局
、
愛

知
県
、
静
岡
県
に
よ
る
共
同
記
者
会
見
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

豊
川
水
系
は
、
政
府
に
よ
り
、
水
需
要
の
見
通
し
と
供
給

の
目
標
な
ど
を
定
め
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画(

以
下:｢

豊
川

水
系
フ
ル
プ
ラ
ン｣)

を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成

二
年
に
策
定
さ
れ
た
豊
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
は
現
在
見
直
し

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
国
の
関
係
地
方
支
分
部
局
及
び
関
係
県
か
ら
、

「
豊
川
水
系
に
お
け
る
将
来
の
水
需
要
」
や
「
設
楽
ダ
ム
」

に
つ
い
て
の
考
え
方
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
後
、
国
土
交
通
省
が
設
置
す
る｢

国
土
審
議
会
水
資
源
開

発
分
科
会｣

に
お
い
て
、
こ
の
内
容
が
審
議
さ
れ
、
豊
川
水
系

フ
ル
プ
ラ
ン
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
こ
の
「
豊
川
水
系
に
お
け
る
将
来
の
水
需
要
」
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
設
楽
ダ
ム
へ
の
新
規
利
水
容

量
、
豊
川
に
お
け
る
水
利
用
の
安
定
性
向
上
や
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
容
量
、
洪
水
調
節
容
量
、
堆
砂
容

量
を
適
正
に
確
保
す
る
た
め
、
ダ
ム
の
高
さ
や
位
置
な
ど
は

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
 

 

現
在
、
水
没
関
係
者
の
生
活
再
建
対
策
検
討
や
用
地
調
査
、

環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
等
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き

早
期
完
成
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 ※ 

記
者
会
見
の
資
料
等
は
中
部
地
方
整
備
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

                http://w
w

w
.cbr.m

lit.go.jp/ 

  

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
ダ
ム
容
量
は
少
し
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
ダ
ム

の
高
さ
は
１
２
９
ｍ
と
な
り
変
更
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

設
楽
ダ
ム
の
高
さ
は
１
２
９
ｍ  



 
 
 
 
 
 
 
 
                                                        
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年１２月１日の関係機関による打ち合わせを踏まえた中部地方整備局の設楽ダムの考え方 

項目 現行 対応方針案 変更概要 

総貯水容量 約１億㎥ 約９，８００万㎥
 

 

洪水調節容量 １，９００万㎥ １，９００万㎥ 
 

 

新規利水容量 ２，０００万㎥ １，３００万㎥ 
新規需要の見直しによる減量 

 

不特定容量 ５，７００万㎥ ６，０００万㎥ 
河川環境を保全する流量確保のための増量 

 

推砂容量 ４００万㎥ ６００万㎥ 

流域の実態を踏まえた新たなダム堆砂量推計

方法による再検討 

 

新規 農水 約０．３㎥/s 約０．３㎥/s 
 

 

利水 上水 約０．８㎥/s 約０．２㎥/s 
 

 

 

 

一
般
に
ダ
ム
で
は
百
年
間
で

堆
積
す
る
と
想
定
さ
れ
る
土
砂

量
を
ダ
ム
容
量
の
一
部
（
堆
砂

容
量
）
と
し
て
確
保
し
ま
す
。

し
か
し
、
堆
砂
容
量
を
大
幅
に

超
え
る
ダ
ム
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
平
成
十
七
年
に
ダ
ム
堆

砂
量
の
推
計
基
準
の
見
直
し
が

さ
れ
ま
し
た
。
設
楽
ダ
ム
も
こ

の
新
し
い
基
準
を
基
に
堆
砂
容

量
を
見
直
し
ま
す
。 

 

従
来
の
設
楽
ダ
ム
の
堆
砂
容

量
は
、
全
国
一
律
な
経
験
式
と

近
傍
ダ
ム
の
単
純
に
経
過
年
数

で
平
均
し
た
実
績
堆
砂
量
の
両

者
か
ら
推
定
し
た
４
０
０
万
立

方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
ま
し

た
。 

 

一
方
、
今
回
の
見
直
し
で
は
、

ダ
ム
予
定
地
の
地
域
性
を
重
視

し
て
近
傍
に
あ
る
地
質
・
気
候

特
性
が
類
似
し
た
ダ
ム
を
選
定

し
、
選
定
し
た
ダ
ム
の
実
績
堆

砂
量
を
確
率
処
理
す
る
こ
と
に

よ
り
平
均
年
堆
砂
量
の
信
頼
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ダ
ム
に
流
入
す

る
土
砂
は
、
地
形
、
地
質
、
気

候
等
が
大
き
く
関
係
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
要
因
も
考
慮
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

方
法
で
推
定
す
る
と
堆
砂
容
量

は
６
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と

な
り
ま
す
。 

 

  

河
川
生
態
系
の
保
全
や
既
得
利
水

へ
の
補
給
を
行
な
う
（
流
水
の
正
常
な

機
能
を
維
持
）
こ
と
に
よ
り
、
不
特
定

多
数
の
公
共
の
利
益
を
増
進
す
る
た

め
の
ダ
ム
容
量
を
不
特
定
容
量
と
呼

び
ま
す
。
今
回
、
新
規
必
要
水
量
が
減

少
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
不
特
定

容
量
を
３
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
増

量
し
、
５
７
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か

ら
６
０
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

豊
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
流

水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
流
量
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
毎

秒
５
立
方
メ
ー
ト
ル
を
牟
呂
松
原
頭

首
工
下
流
地
点
で
確
保
で
き
ま
す
。

（
従
来
計
画
で
は
毎
秒
３
立
方
メ
ー

ト
ル
） 

ま
た
、
大
野
頭
首
工
地
点
で
も
毎
秒

１
．
３
立
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
夏
季
の
水
不
足
に

よ
り
発
生
し
て
い
る
ア
ユ
の
へ
い
死

等
の
被
害
を
軽
減
す
る
等
、
河
川
生
態

系
の
保
全
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。   

不
特
定
容
量
見
直
し
の
概
要  

新
規
利
水
容
量
見
直
し
の
概
要    

 
今
回
、
愛
知
県
な
ど
豊
川
の
水
に
依
存
し
て
い
る
東
三
河
地
域
に
お
け
る
平
成
二
七
年
度
時

点
の
水
道
・
工
業
・
農
業
用
水
の
想
定
需
要
の
見
直
し
案
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
水
道
用
水
に
つ
い
て
は
近
年
の
少
雨
化
等
の
気
象
状
況
に
お
い
て
も
安
定

的
に
供
給
で
き
る
よ
う
毎
秒
約
０
．
２
立
方
メ
ー
ト
ル
（
従
来
計
画
毎
秒
約
０
．
８
）
を
、
ま

た
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
新
た
な
需
要
を
賄
う
た
め
毎
秒
約
０
．
３
立
方
メ
ー
ト
ル
（
変
更
な

し
）
の
合
計
毎
秒
約
０
．
５
立
方
メ
ー
ト
ル
（
従
来
計
画
毎
秒
約
１
．
１
）
を
、
こ
れ
ま
で
に

完
成
し
た
利
水
施
設
に
加
え
て
、
新
た
に
設
楽
ダ
ム
に
お
い
て
確
保
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
新
規
利
水
容
量
が
２
０
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
３
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル

に
減
量
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

堆
砂
容
量
見
直
し 

の
概
要  

大野頭首工下流の流量を回復 <清流の復活>

（2004年4月26日 大野頭首工放流量0.0m3/s）

瀬切れの状況 流れのある状況

（2004年4月29日 大野頭首工放流量1.3m3/s）
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